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、|え城脚跡から出土した碁I i f 遺物については，発州) M始20周年にあたる1978年からデータベー

ス化に許手，データの群砿をはかってきた。これは，｜K l f / : 民族学博物館との共刷研究の一環と

して，従来から利川していたホールソート形式の遺物叢録カードをもとに進物１点ごとのデー

タを民博の大ﾉ l i u , 汁猟機に人ﾉ J したもので，1981ｲ |投以降は特定雌緬111線をi 没慨して研究所側の

端/ k 機によって検索するﾉ ﾝ 式をとっている。1 9 8 2 ｲ ド度までに人ﾉ J したデータは, 汁I i t 化の比鮫的

奔易なＩＩｉｌ: 瓦32 , 000点，銭貨2 , 000点である( 水棚については別のシステムを孫川している) 。

しかし，このシステムはL も族，､ ) 判物館に依仔する度合いが& ' i く，人ﾉ ｣ に領るまでの操作が繁

雑で‘ 記入ミスがﾉ ｉｉじ易く，また盤ＩｌＭ・叢録済み遺物についてすみやかに人ﾉ ﾉ する必‘ 奥もあるた

め，1 9 8 3 年度にはハーソナルコンピューターによってデータをl l i 〔接入ﾉ J するｍｔに変更するこ

とにした。人ﾉ J および検索のためのソフトウェアはﾉ L 段コンピューターサービス( 株) に依城し

て作製，各遺物について幣叫終ｒ後1 1 ‘ 〔ちにデータを人ﾉ J する体制を終えた。ハードウェアの隣

成はＮＥＣハーソナルコンピューターＰＣ９８０１にディスクユニットＰＣ９８８１およびハードディ

スクユニットP C 9 8 H3 3 を加えたもので，１０ﾉ j 点まで処蝿I U能である。1 9 8 4 年度/ k には第1 6 3 次

洲杏までに出上した, l i I : 瓦．道典瓦．刻印瓦呼のデータ人ﾉ J を光ｒ，総I 汁4 1 , 9 6 7 点に逃した。な

お，別に伝送プログラムを作製し，ある羅度新＃, l データが帯わえられた段階で比族学博物館の

人咽計算機へデータを送る。

｛l I I i i の々辿物については，川上地l >〈・地点，遺物器} j 厚，咽式蒋Ｉｊ，辿椛稀) j ，川」: l ' Y |位，出Ｉ：

年ﾉＪＩＩ擁の’ i l I f 報を入ﾉ J している。検＊は' ' １１: 地| >〈別・地点別およびﾉ I i 1式稀Ｉｊ別・穂別の４通り

が1 1 1 能で，後背の場合は特定の地〆内だけでも検索できる。

丸．、F 瓦についてもデータベース化を進めているが，’ ' 1 」: 雌がﾉ 修人なうえ破片のため全形を

知り得ない盗料が多く，分撤し数ｌｌｔ化するための規準を確定する作業を先行させなければなら

ない。奈良111庇陵にある､ |ﾉ i 城’ 1；払C窯群' ' 1上, 【111 , を' ' 1心に胎上分析を行っているが，この成果も細

み込んで効率の良いシステムを検討' | ' である。また，筑波大学! | , ｉｆ報処理センターに依救して，

統計処理した結果をドットマッブ孫の〃法で炎派するシステムも開発' ' １である。（山本忠尚）

ｘ￥型式別緋挙一覧要群間．１

型式（Ｔ６３１３０）Ｅ〔］

区地点件数

６ＡＡＢＵＮ４Ｂ１６ＡＡＵＯ８７８ｌ ６ＡＣＵＥＲ叩ｌ

６ＡＡＢＵＮ４９ 1 6 A A P K A O 7 1 6 A L F P D 8 4 l

６ＡＡＣＢＥＯ４１６ＡハＰＫＤＯ８ｌ６ＡＬＦＰＩ９１ l

６ＡＡＣＢＨＯ５４６ A A P K F O 5 ｌ ６ＡＬＦＰＩ９３ l

６ＡＡＣＤＯＺ３ 1 6 ＡＡＰＨＡ３０２６ＡＬＲＴＯｑｌ１

６ A A G J A 4 7 ｌ６ＡＢＤＤＧ１４』皿型式合計 ｵ ネ２４

ＣＡＡＧＪＤｄ７２凸 A C U E R 3 7 ｉネ了合鮒坤ａｌ９６７
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